
令和４年度 第３回 紀南高等学校運営協議会 議事概要 

日  時 令和４年１１月２５日（金）１９：００～２１：１０ 

場  所 紀南高等学校会議室 

出 席 者 

（敬称略） 

辻本、西、廣畑、長阪、田尾、産屋敷、二村、山本、 

（県教育委員会）大屋、津村、渡部  

（紀南高校）堀越、西垣戸、湊、山根、松本  

欠席者 

（敬称略） 
喜田、立嶋、中嶋、水谷、南 

議  事 

 

 

主な意見 

１ 報告事項 

（１）「第２回紀南高等学校学校運営協議会」議事概要について 

（２）学校の取組について 

 

２ 協議事項 

（１）令和４年度対話集会について ⇒ 承認 

・新宮信用金庫の若手起業家の協力で講師は確保可能。 

・講師の事前打ち合わせで、同窓会が立ち上げた趣旨をしっかりと理解して 

いただくことが必要。 

・子どもたちが話す機会を確保し、生徒の本心を聞き出すよう配慮して欲しい。 

 

（２）非常持ち出し袋販売に係る物品協賛について ⇒ 承認 

・学校運営協議会でも呼びかけなどの協力をしたい。 

・防災・減災を知識として持っておくことが大切。 

・次年度以降、防災教育を教育課程に組み込んでいきたいと校長より提案。 

・授業では、御浜町災害ボランティアコーディネーターを活用して欲しい。 

・学校のホームページにメディカルラリーで優勝したことを入れて欲しい。 

・今後、一般の人が参加できるような企画を検討してはどうか。 

・子どもたちが学習して経験を積んで力を発揮できるようにして欲しい。 

 

（３）新しい形での学校支援について ⇒ 承認 

・「紀南の風」制作にかかる教員の負担を軽減し、地元新聞社や同窓会の協力を 

得る。同窓会瓦版については、役員会で検討してもらう。 

・学校ホームページへアクセスしたいと思えるような共感を得る内容にする。 

矢渕中学校も工夫した内容を提供しているので、良い点を参考にして心に響く 

メッセージ性のあるものにすることが大切。 

【裏面に続く】 



 

（４）紀南地域高等学校活性化推進協議会を踏まえた今後の方向性について 

・入学してきた生徒を卒業まで支え続けることが大切。 

・少人数でも生徒が喜んでくれる学校でなければならない。 

・進学中心の普通科と総合学科のあり方を含めて今後の形を考える。 

・生徒が自立して社会で生きていける教育を人間作りの観点で考える。 

 ・地域にとって違う形の両校があることが大切。 

 ・２校存続が難しくても、分校として紀南高校の役割が必要。 

 ・進路選択において、地元企業との連携を強めることが必要。 

 

３ 連絡事項 

（１）第４回は、２月１７日（金）から変更する予定です。（後日日程調整） 

（２）年度末アンケート等については、12月に保護者アンケートを実施し、 

2月に運営協議会委員の皆様に配布させていただきます。 

（３）紀南の風 46号・新聞記事を配付しました。 

（４）「進路選択で地元に残ってもらえる行事を企画してはどうか」と御提案を 

いただきましたが、12月に「高校生と地元企業との交流会」を実施予定です。 

 
 


